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小児看護学

専門分野の小児看護学は変化する社会のなかで、子ども

の基本的な人権を守り、子どもと家族のおかれている状況

を的確に判断し、成長・発達やさまざまな健康状態に応じ

た看護を全人的に考えることを学ぶ内容としてとらえた。

子どもが本来もつ生きる力をいかに強め、その家族を看護

するかということである。

この視点に立って、「小児看護学」は全体を2つに区分

し、まず、目標1では、子どもの成長・発達に応じた子ど

もと家族への看護を、さらに、子どもの成長・発達をふま

えたうえで、目標2として子どもの健康状態に応じた子ど

もと家族への看護、を理解するように編成した。

大項目および中項目では各項目の具体的な内容を示し、

小項目には中項目を構成する基礎知識を位置づけている。

たとえば、目標2の子どもの健康状態に応じた子どもと家

族への看護を理解するために、2つの大項目を設定してい

る。まず、子どもの健康状態が子どもと家族にどのような

影響を与えるかを理解し看護するために、第1の大項目

「病気や入院が子どもと家族に与える影響とその看護」を、

次に健康状態に応じた看護を理解するために、第2の大項

目「さまざまな状況にある子どもと家族への看護」を設定

している。後者の大項目「さまざまな状況にある子どもと

家族への看護」に対する中項目では外来、検査・処置、活

動制限、隔離、先天的な問題、手術、障害、急性期、慢性

期、痛み、死、救急などのさまざまな状況を設定してい

る。次いで小項目では、それぞれの状況のなかで、子ども

と家族へどのような看護が必要なのかを理解するための基

礎知識をとりあげている。

目標 ．子どもの成長・発達と健康増進のための子どもと家族への看護実践についての理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

子どもと家族

の看護の概念

A 小児医療、小児看護の

変遷

a 小児医療の変遷 ：第 章C「小児看

護の変遷」(p. ～ )

b 小児看護の変遷 ：第 章C「小児看

護の変遷」(p. ～ )

B 子どもの人権と看護 a 生命倫理 ：第 章C「医療と倫理」(p. ～ )

b 児童憲章 ：第 章D--「児童福祉の基本理念」(p.
～ )

：第 章 A- - 「児

童憲章」(p. ～ )

c 児童の権利に関する条約 ：第 章D--「児童福祉法制定以前から今

日までの児童福祉理念の変遷」(p. )

：第 章 D-「子ど

もの権利」(p. ～ )

d アドボカシー ：第 章 D- - 「親

権、代理決定」(p. )

e 子どもと家族をとりまく社会の

変化

：第 章D--「児童を取り巻く社会の変化」

(p. ～ )

：第 章「小児と家

族を取り巻く社会」(p. ～ )

：第 章C「家族の変貌」(p. ～

)、D「わが国における家族の変貌」(p. ～ )、

第 章「親と子と孫の絆」(p. ～ )

f 虐待 ：第 章D--「現代の児童福祉問題」(p.
～ )

：第 章 A- - 「児

童虐待防止法」(p. ～ )

：第 章「子ども

の虐待と看護」(p. ～ )

：第 章「児童虐待と精神保健福祉」(p.
～ )

子どもの成長

と発達

A 成長・発達の原則 a 一般的原則 ：第 章 B「成長・

発達の進み方」(p. ～ )
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大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

b 成長・発達に影響する因子 ：第 章 C「成長・

発達に影響する因子」(p. ～ )

B 形態的・機能的発達 a 形態的成長発達 ：第 章 A-「形態

的特長」(p. )、B-「形態的特長」(p. ～ )、第

章A-「形態的特長」(p. )、B-「形態的特徴」

(p. ～ )、第 章 「形態的特徴」(p. ～ )

b 機能的発達 ：第 章 A-「身体

生理の特徴」(p. ～ )、B-「身体生理の特徴」、B
-「感覚機能」、B-「運動機能」(p. ～ )、第

章A-「身体生理の特徴」、A-「感覚機能」、A-

「運動機能」(p. ～ )、B-「身体生理の特徴」、

B-「感覚・運動機能」(p. ～ )、第 章 「生

理的特徴」(p. ～ )

C 心理社会的発達 a 認知 ：第 章 B-「知的

機能」(p. ～ )、第 章A-「知的機能」(p. ～

)、B-「情緒・知的機能」(p. ～ )、第 章

「知的・情緒的・社会的機能」(p. ～ )

b 情緒 ：第 章 B- 「情

緒・社会的機能」(p. ～ )、第 章A-「情緒・社

会的機能」(p. ～ )

c 社会性 ：第 章 B- 「情

緒・社会的機能」(p. ～ )、第 章A-「情緒・社

会的機能」(p. ～ )、B-「社会的機能」(p.
～ )

d コミュニケーション ：第 章 B- 「コ

ミュニケーション機能」(p. )、第 章A-「コミュ

ニケーション機能」(p. ～ )

e 遊び ：第 章 B- - 「遊

びの支援」(p. )、第 章A--「遊びの発達」(p.
～ )、A--「遊びと運動の支援」(p. ～

)、B--「遊び・活動」(p. )、B--「学習と

遊び」(p. ～ )

f 発達課題 ：第 章 B-「社会

的機能」(p. ～ )、第 章 「知的・情緒的・社

会的機能」(p. ～ )

D 発育・発達の評価 a 身体面のアセスメント ：第 章B「身体的

アセスメント」(p. ～ )

b 身体発育の評価 ：第 章D「成長の

評価」(p. ～ )

c 精神・運動機能の評価 ：第 章E「発達の

評価」(p. ～ )

d 家庭環境のアセスメント ：第 章 C- - 「家

庭環境」(p. )

新生児の健康

増進のための

看護

A 新生児の健康増進と安

全な環境の提供

a 栄養 ：第 章「小児の栄

養」(p. ～ )

b 母子関係の調整 ：第 章 A- - 「愛

着形成」(p. )

：第 章C-「児との関係確立への看

護」(p. )

：第 章B「母性論」(p. ～ )

c 事故防止 ：第 章 A- - 「事

故防止」(p. )

：第 章C--「新生児と医療事故、

医療安全」(p. )

B 新生児のいる家族への

看護

d 感染予防 ：第 章 A- - 「感

染防止」(p. )

e 地域保健サービスの活用 ：第 章 A- - 「母

子保健行政の組織と施策」(p. ～ )
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大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

乳児の健康増

進のための看

護

A 乳児の健康増進と安全

な環境の提供

a 離乳食 ：第 章「小児の栄

養」(p. ～ )

b 運動と遊び ：第 章 B- - 「遊

びの支援」(p. )

c 事故防止 ：第 章 B- - 「事

故防止」(p. ～ )

：第 章B--「乳幼児のベッドからの転落の

発生状況」(p. ～ )

B 乳児のいる家族への看

護

d 母子関係の確立 ：第 章 B- - 「愛

着形成」(p. ～ )

：第 章B「母性論」(p. ～ )

e 母子分離不安 ：第 章 B- - 「愛

着形成」(p. ～ )

f 地域保健サービスの活用 ：第 章 A- - 「母

子保健行政の組織と施策」(p. ～ )

幼児の健康増

進のための看

護

A 幼児の健康増進と安全

な環境の提供

a 基本的生活習慣の確立 ：第 章 A-「日常

生活」(p. ～ )

b 運動と遊び ：第 章 A- - 「遊

びと運動の支援」(p. ～ )

c 予防接種 ：第 章 A- - 「予

防接種」(p. )、第 章C「予防接種」(p. ～

)

B 幼児のいる家族への看

護

d 事故防止 ：第 章 A- - 「事

故防止」(p. ～ )

：第 章B--「乳幼児のベッドからの転落の

発生状況」(p. ～ )

e 家族指導 ：第 章 A- - 「育

児支援」(p. )

f 地域保健サービスの活用 ：第 章 A- - 「母

子保健行政の組織と施策」(p. ～ )

学童の健康増

進のための看

護

A 学童の健康増進とセル

フケアの発達

a 食生活 ：第 章 B- - 「食

生活」(p. ～ )

：第 章C「学童期における栄養」(p. ～

)

b 学校への適応 ：第 章 B- - 「学

校生活への適応」(p. )

c 学習と遊び ：第 章 B- - 「学

習と遊び」(p. ～ )

B 学童のいる家族への看

護

d 生活習慣病の予防 ：第 章C「疾病の一次予防と生活習慣病

の考え方」(p. ～ )

：第 章 B- - 「生

活習慣病の予防」(p. ～ )

e 第二次性徴 ：第 章 B- - 「性

教育」(p. ～ )

f 安全教育 ：第 章 B- - 「安

全教育・事故予防」(p. )

g 学校保健 ：第 章B「学校保

健」(p. ～ )

h 学童の情緒と家族の関係 ：第 章 B- 「情

緒・知的機能」(p. ～ )

思春期の子ど

もの健康増進

のための看護

A 思春期の子どもの健康

増進とアイデンティ

ティの確立

a セルフケアと保健教育 ：第 章 「思春期

の看護」(p. ～ )

b 食生活 ：第 章 - 「栄

養・食生活」(p. )

：第 章D「思春期・青年期における栄養」(p.
～ )

c 親からの自立 ：第 章 「知 的・

情緒的・社会的機能」(p. ～ )
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